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このたびは、液晶コントロールターミナルZM-300シリーズ用オプションユニット（ZM-301EU/302EU/303EU/
304EU）をお買いあげいただき、まことにありがとうございます。
本書はZM-301EU/302EU/303EU/304EUの取付方法･使用方法等について説明しています。
ご使用前に、本書をよくお読みいただき、機能等を十分に理解して正しくご使用ください。
なお、ZM-300シリーズに関しては下記マニュアルがありますので、本書と共にお読みください。

・本書の内容については十分注意して作成しておりますが、万一ご不審な点、お気付きのこと

　がありましたらお買いあげの販売店、あるいは当社までご連絡ください。

・本書の内容の一部または全部を、無断で複製することを禁止しています。

・本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承くだ

　さい。

おねがい

ZM-300シリーズの画面データ作成には、ZM-71SのバージョンがVer.2.0.0.0以降を使用してく
ださい。

留意点

取扱説明書（機能編）�
取扱説明書（操作編）�

・ZM-71S�
（画面作成ソフト：日本語版）�

Instruction Manual（Function）�
Instruction Manual（Operation）�

・ZM-71SE�
（画面作成ソフト：英語版）�

ユーザーズマニュアル�・ZM-80NU/80NU2
ユーザーズマニュアル�・ZM-300



（１）取付について

・カタログ、取扱説明書、ユーザーズマニュアルに記載の環境で使用してください。
高温、多湿、じんあい、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、誤動作
の原因となることがあります。
・取扱説明書、ユーザーズマニュアルに従って取り付けてください。
取付に不備があると落下、故障、誤動作の原因となることがあります。
・電線くずなどの異物を入れないでください。
火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

（２）配線について

・配線作業は、資格のある専門家が行ってください。
配線を誤ると火災、故障、感電のおそれがあります。

（３）使用について

・通電中は端子に触れないでください。
感電のおそれがあります。
・装置の組立、配線作業および保守・点検は、必ず電源をOFFしてから行ってください。
　感電や破損のおそれがあります。

（４）保守について

・分解、改造はしないでください。
火災、故障、誤動作の原因となります。

安 全 上 の ご 注 意
取付、運転、保守・点検の前に必ずこのユーザーズマニュアルとその他の付属書類をすべて熟読し、正し
くご使用ください。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用くださ
い。このユーザーズマニュアルでは、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。

：取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能性が想定さ
れる場合。
：取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想
定される場合および物的損害だけの発生が想定される場合。

なお、　　　　  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いず
れも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

注意�

危険�

注意�

注意�

注意�

危険�

禁止�



　　　（１）設置場所、環境について

ZM-300（ZM-30*EU）の設置にあたっては、次のような場所は避けてください。

・可燃性ガス、溶剤、研削液のある場所　・塩分、鉄粉が多い場所　・直接、日光が当たる場所

　　　（２）取付について

ZM-300（ZM-30*EU）の取付は、操作性、保守性、耐環境性を十分考慮してください。

周囲温度範囲内で使用のために、

・通風スペースを十分とってください。

・発熱量の大きな機器（ヒーター、トランス、大容量抵抗など）の上部には取り付けないでください。

・高圧機器の設置されている盤内での取付は避けてください。

・高圧線、動力線から200mm以上離して取り付けてください。

　　　（３）取扱いについて

・非常停止回路は外部リレー回路で構成してください。かつ、緊急性の高いスイッチには使用し

ないでください。故障の原因となります。

・ZM-300（ZM-30*EU）を強くたたいたり、落としたりして衝撃を与えないでください。故障の原因

となります。

・ZM-300（ZM-30*EU）のディスプレイ表面は傷つきやすいので、先のとがった物（ボールペン等）

でディスプレイを操作したり、ひっかいたりしないでください。故障の原因となります。

・各種接続ケーブルのコネクタ部のロックは確実に行い、通電前に十分確認してください。

・乾燥した所では大きな静電気が発生することがありますので、ZM-300（ZM-30*EU）を交換する

際は予めアースされた金属に触れて静電気を放電させてください。

・清掃される時は、乾いたやわらかい布を使用してください。アルコール、シンナー等の揮発性

の液体や、ぬれぞうきん等は使用しないでください。変形や変色の原因になります。

・上記のZM-30*EUとは、ZM-301EU/302EU/303EU/304EUを示します。

使 用 上 の ご 注 意
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オプションユニットZM-301EU/302EU/303EU/304EU（以下、ZM-30*EU）は、液晶コントロールターミナルZM-
300シリーズの高機能品ZM-3***A（下記）に実装し、音声ファイルの再生などを行えます。

第  １  章　　　　概　　　　要

 ZM-360シリーズ�
�

ZM-370シリーズ�
�
�
ZM-380シリーズ�

 �
�

ZM-300シリーズ�
�
�
�
�

ZM-362SA�
ZM-371TA�
ZM-372TA�
ZM-371SA�
ZM-372SA�
ZM-381SA�
ZM-382SA

● 実装機種（液晶コントロールターミナルの形名）�

取付ネジ  ４個�
取扱説明書  １部�

● ZM-30*EUの付属品�

留　意　点

・ZM-300シリーズの画面データ作成には、ZM-71SのバージョンがVer. 2.0.0.0以降を使用してください。

　形　　名�
ZM-301EU�
ZM-302EU�
ZM-303EU�
ZM-304EU

　　機　　能�
ビデオ入力＋音声出力�
RGB入力＋音声出力�
RGB出力＋音声出力�
音声出力�

（１）ZM-301EUを実装時のシステム

ZM-301EU（ビデオ入力＋音声出力）は、ZM-300シリーズの高機能品ZM-3***Aに実装し、ビデオや
CCDカメラを接続すると、撮った映像をダイレクトに画面表示できます。また、外部スピーカを接続
すると、取り込んだ音声ファイルを再生できます。

ZM-3***A（高機能品）�

C
H
1

C
H
2

C
H
3

C
H
4

A
U
D
IO

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

外部スピーカ�
（音声出力）�

CCDカメラ等�

ZM-301EU



1-2

（２）ZM-302EUを実装時のシステム

（３）ZM-303EUを実装時のシステム

（４）ZM-304EUを実装時のシステム

外部スピーカ�
（音声出力）�

パソコン�
（RGB入力）�

RESET

disc

ZM-3***A（高機能品）�

R
G
B
-I
N

A
U
D
IO

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

WindowsWindows

ZM-302EU

ZM-302EU（RGB入力＋音声出力）は、ZM-300シリーズの高機能品ZM-3***Aに実装し、パソコンを接
続すると、パソコンの画面をZM-3***Aに表示できます。
また、外部スピーカを接続すると、取り込んだ音声ファイルを再生できます。

ディスプレイ�
（RGB出力）�ZM-3***A（高機能品）�

ZM-303EU

A
U
D
IO

R
G
B
-O
U
T

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

外部スピーカ�
（音声出力）�

ZM-303EU（RGB出力＋音声出力）は、ZM-300シリーズの高機能品ZM-3***Aに実装し、CRTを接続す
ると、ZM-3***Aで表示している画面をCRTに表示できます。
また、外部スピーカを接続すると、音声ファイルを外部スピーカより再生できます。

ZM-304EU（音声出力）は、ZM-300シリーズの高機能品ZM-3***Aに実装し、外部スピーカを接続する
と、音声ファイルを外部スピーカより再生できます。

A
U
D
IO

外部スピーカ�
（音声出力）�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

ZM-3***A（高機能品）�

ZM-304EU
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第  ２  章　　　　各 部 の な ま え
ZM-301EU/302EU/303EU/304EUの各部のなまえ（外形）は以下のとおりです。

音声出力コネクタ�

14
.5

本体接続コネクタ�

25
±
0.
5

C
H
1

C
H
2

C
H
3

C
H
4

18
19

18

18
ビデオ入力�

BNCジャック�

A
U
D
IO

150.5±1
98
±
1

（単位：mm）
（１）ZM-301EU

（２）ZM-302EU

25
±
0.
5

150.5±1
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±
1

音声出力コネクタ�

本体接続コネクタ�

RGB入力�

R
G
B
-I
N

3

31
.5

11
.9

A
U
D
IO

（単位：mm）
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（３）ZM-303EU

（４）ZM-304EU

25
±
0.
5

150.5±1

98
±
1

本体接続コネクタ�
A
U
D
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3

R
G
B
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U
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.5

11
.9

RGB出力�
音声出力コネクタ�

（単位：mm）

25
±
0.
5

150.5±1

98
±
1

音声出力コネクタ�

本体接続コネクタ�

A
U
D
IO

（単位：mm）
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第  ３  章　　　　取　付　方　法
ZM-301EU/302EU/303EU/304EU（以下、ZM-30*EU）は、下記手順でZM-3***Aに取り付けてください。

① ZM-3***Aの電源をOFFします。
② ZM-3***A裏面のオプションユニット用コネクタ（CN6）に貼っている「ゴミよけシール」を剥がします。

● ZM-362SAの場合 ● ZM-37**A､ZM-38*SAの場合

③ ZM-30*EUの本体接続コネクタを、ZM-3***AのCN6に接続します。
④ ZM-30*EU付属の取付ネジ（４個）で、ZM-3***AにZM-30*EUを固定します。
取付ネジは、締付トルクが0.3～ 0.5N･mの範囲で均等に締め付けてください。

留　意　点

・ZM-30*EUを実装すると、
1. ZM-37**A､ZM-38*SAの場合、増設メモリ用コネクタおよび電池フォルダが隠れます。
2. ZM-362SAの場合、電池フォルダが隠れ、電源ケーブルも配線できません。
よって、増設メモリZM-300EM､ZM-300SMの取付け･取外し、電池の交換、電源ケーブルの配線の際には、
ZM-30*EUを取り外して行ってください。

■ZM-301EUの実装寸法（単位：mm）

72

93 93

8

・ZM-362SA 側面図� ・ZM-37**A 側面図� ・ZM-38*SA 側面図�

66.1
21 21

87.1

16
5

17
1.
15

6.
15 6.6

21
5.
2

4

21
72

24
5.
2

8

4 4

24VDC
-     +

LA
N

CN1

MJ1 MJ2

PRINTER

CF

CN5 MEMORY

CN6

［裏面図］�
100-240VAC

L       N

�

LAN CN1 MJ1 MJ2 PRINTER

CF

CN5

MEMORY

CN6

［裏面図］�

CN6

：ZM-30*EUの実装部
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■ZM-302EUの実装寸法（単位：mm）

■ZM-303EUの実装寸法（単位：mm）

■ZM-304EUの実装寸法（単位：mm）
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・ZM-362SA 側面図� ・ZM-37**A 側面図� ・ZM-38*SA 側面図�
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第  ４  章　　　接続方法／仕様
ZM-301EU/302EU/303EU/304EUと外部機器（スピーカ等）との接続について、説明します。

 　　　外部機器�
ビデオ（CCDカメラ等）�
スピーカ�
パソコン（RGB入力）�
スピーカ�
ディスプレイ（RGB出力）�
スピーカ�
スピーカ�

 　　説明項目�
〔２〕⇒ 次ページ�
〔１〕⇒ 下記�
〔３〕⇒ 4-3ページ�
〔１〕⇒ 下記�
〔４〕⇒ 4-4ページ�
〔１〕⇒ 下記�
〔１〕⇒ 下記�

ZM-301EU�
�
ZM-302EU�
�
ZM-303EU�
�
ZM-304EU

〔１〕ZM-301EU/302EU/303EU/304EUと外部スピーカとの接続
ZM-301EU～304EUの音声出力仕様は、次のとおりです。
ZM-301EU～304EUの音声出力コネクタ（AUDIO）と外部スピーカとの接続には、本仕様に合ったケー
ブルを使用してください。

音声出力コネクタ�

A
U
D
IO

外部スピーカ�
（音声出力）�

（ZM-340EUの場合）�

※�

　　　　　　仕　　　　　様�
�
PCM方式�
サンプリングレート：８kHz、量子化ビット：８ビット�
モノラル�
�
1.0Vp-p�
�
φ3.5ステレオミニジャック�
�
入力インピーダンス10kΩ以上�

音声ファイル（WAVファイル）�
フォーマット�

項　　　目�

音声出力電圧�
�
音声出力コネクタ�
�
接続アンプ�

● ZM-30*EUの音声出力仕様

※ 外部スピーカには、アンプ付き（音量ボリウムの調整が可能なもの）を
使用してください。
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〔２〕ZM-301EUとビデオ等との接続
ZM-301EUと、ビデオやCCDカメラ等との接続には、次の仕様のケーブルを使用してください。

 接続ケーブルの仕様�
・映像用75Ω同軸ケーブル�
・ZM-3***A接続側：BNCプラグ�

BNCプラグ�

CCDカメラ等�

BNCジャック�

ZM-301EU

C
H
1

C
H
2

C
H
3

C
H
4

A
U
D
IO

接続ケーブル�
�

● ビデオ表示仕様

　項　　　目 �

表示色�

入力チャンネル�

信号方式�

映像入力�

表示サイズ�

�
色調整�

　　仕　　　　　様�

32768色�

４チャンネル�

NTSC方式、PAL方式�

1.0Vp-p、75Ω不平衡�

640×480、640×240、320×240、160×120�

コントラスト（32段階）�
ブライトネス（32段階）�
カラーゲイン（32段階）�
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〔３〕ZM-302EUとビデオとの接続
ZM-302EUのRGB入力コネクタ（RGB-IN）のピン番号と信号名は、次のとおりです。
ZM-302EUとパソコンとの接続には、本仕様に合ったディスプレイ用ケーブルを使用してください。

�ZM-302EU

RGB入力コネクタ�

R
G
B
-I
N

A
U
D
IO

パソコン�
（RGB入力）�

RESET

disc

ピンNo

�

�

High density Dsub 15pin 凹�

1

15

5

6

11

10

赤ビデオ信号�
緑ビデオ信号�
青ビデオ信号�
NC�
グランド�
グランド�
グランド�
グランド�
NC�
グランド�
NC�
NC�
水平同期信号�
垂直同期信号�
NC

入力信号�
１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�
10�
11�
12�
13�
14�
15

● RGB入力コネクタのピン番号と入力信号

● RGB入力の入力信号

　  項　　目�

表示ドット数�

表示色�

水平同期周波数�

垂直同期周波数�

入力振幅�

主な信号例�

�

640×480ドット�

32768色以下�

31.5kHz�

60Hz�

0.7Vp-p�

Windows画面�
VGAサイズ�

640×400ドット�

32768色以下�

24.9kHz�

56Hz�

0.8Vp-p�

PC9801

720×350ドット�

32768色以下�

31.5kHz�

70Hz�

0.7Vp-p�

BIOS画面�

800×600ドット�

32768色以下�

37.5kHz�

60Hz�

0.7Vp-p�

Windows画面�
SVGAサイズ�

仕　　　　　様�

対応機種�
ZM-362SA�
ZM-371TA/371SA/372TA/372SA�
ZM-381SA/382SA

ZM-362SA�
ZM-371SA/372SA�
ZM-381SA/382SA

・上記以外の入力信号は、使用している液晶パネルの仕様から外れますので推奨できません。
・Windows画面を表示する場合、［スタートメニュー］→［設定］→［コントロールパネル（C）］で、コン
トロールパネルを表示します。ダイアログ内の［画面］アイコンをダブルクリックし、［画面プロパティ］
→［設定］→［詳細］→［アダプタ］で［リフレッシュレート］を60Hzに設定してください。
（リフレッシュレートを60Hzに設定していない場合、表示画面が大きく乱れますので注意願います。
また、パソコンにより［リフレッシュレート］の設定方法が異なります。ご使用のパソコンの取扱説明
書を参照願います。）

・ZM-302EUを実装のZM-3***Aとパソコンを接続するケーブルが長い場合、ノイズにより画面がぶれる
場合があります。ノイズ対策のために、フェライトコアの装着をお奨めします。
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〔４〕ZM-303EUとディスプレイとの接続
ZM-303EUのRGB出力コネクタ（RGB-OUT）のピン番号と信号名は、次のとおりです。
ZM-303EUとディスプレイとの接続には、本仕様に合ったディスプレイ用ケーブルを使用してください。

A
U
D
IO

R
G
B
-O
U
T

RGB出力コネクタ�

ディスプレイ�
（RGB出力）�

● RGB出力コネクタのピン番号と出力信号

● RGB出力の出力信号

ピンNo

�

�

High density Dsub 15pin 凹�

1

15

5

6

11

10

赤ビデオ信号�
緑ビデオ信号�
青ビデオ信号�
NC�
グランド�
グランド�
グランド�
グランド�
NC�
グランド�
NC�
NC�
水平同期信号�
垂直同期信号�
NC

出力信号�
１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�
10�
11�
12�
13�
14�
15

　 項　　　目�

�

�

表示デバイス�

表示ドット数�

表示色�

水平同期周波数�

垂直同期周波数�

信号レベル�

インターレース�

�

�

SVGA�

800×600ドット�

�

38.0kHz�

60Hz�

�

�

�

VGA�

640×480ドット�

�

30.4kHz�

58Hz

�

�

�

�

�

32768色以下�

�

�

RGB：0.7Vp-p/75Ω、HSYNC,VSYNC：TTLレベル�

なし�

�

仕　　　　　様�

�ZM-362SA�
ZM-371SA/372SA�
ZM-381SA/382SA

ZM-371TA/372TA機種�
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ZM-301EU/302EU/303EU/304EUをZM-300シリーズの高機能品（ZM-3***A）に実装することで、ビットのON/
OFFによりWAVファイルの再生が可能となります。なお、音声の再生には必ず外部スピーカが必要です。

音声の再生には、下記機能とリンクすることができます。

◎ローカル再生（スクリーン単位で再生する）

・音声アイテム

・アニメーション

◎グローバル再生（サンプリングのビットで再生する）

・ビットサンプリング

・リレーサンプリング

・アラーム機能

第  ５  章　音声再生機能（ZM-301EU/302EU/303EU/304EU）

SYSTEM

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7

POWER

音声アイテム�
アニメーション�
ビットサンプリング�
リレーサンプリング�
アラーム機能�

O N
OFF

アンプ付きスピーカ�
（音声ボリウム調整が可能なもの）�

音声再生機能の詳細については、ZM-71S取扱説明書（機能編：改訂2.0版）の「第20章  音
声再生機能」を参照願います。
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第  ６  章　　ビデオ表示機能（ZM-301EU）
ZM-301EUをZM-300シリーズの高機能品（ZM-3***A）に実装することで、ビデオ表示が可能となります。
「ビデオ表示」の概要について、以下に説明します。

ビデオ表示機能の詳細については、ZM-71S取扱説明書（機能編：改訂2.0版）の「第18章  ビ
デオ表示」を参照願います。

概要

■ビデオを接続して簡単画像表示

◎NTSC/PAL信号（VGA）を、ZM-300（高機能品）の画面に表示します。

ビデオ表示アイテムを設定するだけで簡単にビデオ画面を表示することができます。

◎VGAタイプ（ZM-371TA/372TAのみ）とSVGAタイプ（ZM-362SA/37*SA/38*SA）共にビデオ表示が可能で

す。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

接続したビデオの映像をZM上に表示�

VGAタイプに比べると、SVGAタイプは多少ビデ
オの表示スピードが遅くなります。
あらかじめご了承くださるよう、お願い致します。
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F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

■スーパーインポーズ
ビデオ表示の上に、オーバーラップで作成した、スイッチ・文字列など通常のZMの操作画面を重ねて表示した
場合に、ビデオ表示が隠れないように重ねた操作画面を透けて表示させることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スーパーインポーズ）

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

例1）4チャンネル表示�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

例2）2チャンネル表示�

1チャンネルのみ表示中
に、チャンネルを別の
チャンネルに切り換える
場合は、オーバーラップ
による「ビデオ表示」を
ご使用ください。

■最大4チャンネルを同時表示可能
◎1画面に最大4チャンネルまで表示させることが可能です。
（選択：1/2/4チャンネル）
◎1チャンネル表示に比べると、4チャンネルまたは2チャンネル表示は多少表示ス
ピードが遅くなります。
その際、優先順位を指定し、処理スピードを調節することが可能です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（優先表示指定）
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表示中の画像をストロボスナップ�
（CFカードセット時はカードに画像を保存）�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

ビデオ表示�

ストロボスナップ実行！�

1コマあたり160×120ドットサイズで計16コマ�

■スナップ機能
表示中のビデオ画面を静止画で表示することができます。静止画にした画像はCFカードに保存することも可
能です。ビデオ画面をダブルクリック、またはマクロコマンドでスナップを実行します。スナップには2種類

あります。

◎ シングルスナップ
スナップ実行時に、表示中のビデオ画面を1枚取り込みます。

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

表示中の画像をスナップ�
（CFカードセット時は�
　カードに画像を保存）�ビデオ表示�

スナップ実行！�

◎ ストロボスナップ
スナップ実行時に、ビデオ画面をストロボ撮影のようにコマ送り（計16コマ）で取り込みます。
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■JPEG表示
CFカードにJPEGファイルとして取り込んだスナップ画像を、再度、画面上に表示することができます。
CFカード使用時に、スナップを実行すると、自動的にCFカード内の決められたフォルダに、ビデオスナッ
プ画像がJPEGファイルとして名前を付けられて保存されます。それをスクリーン上の「JPEG表示」アイテ

ムを使って呼び出して表示します。

96
M

B

CompactFlash Card

96
M

B

CompactFlash Card

スクリーン切替�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

ビデオ表示�
F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

スナップ画像表示�

CFカードに保存されたスナップ画像�
（JPEGファイル）を「JPEG表示機能」�
を使って表示します�

CFカード�

保存�

画面をダブルクリック�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

ビデオ表示�
F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

拡大表示を行う�

例）拡大表示の場合�

（再度ダブルクリックすると、元のサイズに戻ります）�

■ダブルクリックによる操作
表示されたビデオ画像をダブルクリックすると、任意の動作を実行するように設定が可能です。
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ZM-302EUをZM-300シリーズの高機能品（ZM-3***A）に実装し、パソコンを接続することで、パソコンの画面を
ZM-3***Aに表示できます。

第  ７  章　　　RGB入力機能（ZM-302EU）

パソコン�
（RGB入力）�

RESET

disc

ZM-3***A（高機能品）�

R
G
B
-I
N

A
U
D
IO

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

WindowsWindows

ZM-302EU

● ７－１  画面の調整方法  ⇒ 7-1～ 7-6ページ
● ７－２  RGB入力画面の切替え  ⇒ 7-7～ 7-9ページ
● ７－３  タッチスイッチをエミュレートする  ⇒ 7-10～ 7-12ページ

本章では、「RGB入力機能」に関して、下記項目を説明します。
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７ー１ 画面の調整方法
パソコンによって、Windows画面、BIOS画面、DOS画面における、RGBの出力
周波数が異なる為、調整を行う必要があります。
出力周波数が２種類の場合は「設定1」および「設定2」を、１種類の場合は
「設定1」または「設定2」のどちらか一方を設定してください。以下の調整
方法の説明では「設定1」でBIOS画面を調整し、次に「設定2」でWindows画
面を調整します。

1.「ローカルメイン」画面にします。本体ブログラムバージョンを確認します。

2.［RGB調整］スイッチで「RGB調整」画面を表示させます。

2002-2 -10　 07:23:30

SYSTEM PROG. VER. 1.010

FONT�
VER.1.300/1.000/1.000�
　　JAPANESE 32

I/F DRV VER.1.240�
　　SHARP JWｼﾘｰｽﾞ�

Editor:MJ1�

　接続信号：ﾏﾙﾁﾘﾝｸ�
信号レベル：RS232C�
　　　局番：0

ボーレイト：19200�
　　データ：8�
　ストップ：1�
　パリティ：奇数�
　送信遅延：  20msec

ローカルメイン�ＺＭ - 3 7 1ＴＡ�

システム情報�

　　機種：SHARP JWﾘﾝｸﾕﾆｯﾄ�
コメント：�

画面データ情報�
容量：5111808

SRAM/時計�

RGB調整�Ethernet

カード転送�
メニュー�

I／O�
テスト�

異常処理：停止�
　ﾀｲﾑｱｳﾄ：0.50  sec�
　　ﾘﾄﾗｲ：3

Ethernet Information�
伝送速度：10BASE-T�
　　局番：192.168.1.68�
PORT：10000�
MAC：0050FF000035

マルチリンク2�
自局番：1�
接続総数：2�
リトライ：10�
ﾎﾞｰﾚｰﾄ：115200

RGB調整� ローカルメイン�

調整方法はマニュアルを参照して下さい。�

垂直：�　水平：� HzHz０� ０�

設定1

調整�

クリア� 保存�

設定2

調整�

未使用� 未使用�

　◇RGB入力対応バージョン
　ZM-71S　　Ver.2.0.0.0以降
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3. BIOS画面の調整を行います。
設定1の［調整］スイッチを押して、RGB表示させます。

BIOS画面を表示させた状態で、【F・1】～【F・6】スイッチで、調整を行います。
【SYSTEM】 調整完了
【F・1】 垂直　画面上方向
【F・2】 垂直　画面下方向
【F・3】 水平　画面左方向
【F・4】 水平　画面右方向
【F・5】 CLOCKの微調整（＋）
【F・6】 CLOCKの微調整（－）
【F・7】 【F・5】【F・6】でCLOCKの微調整を行った際、

映像が見えなくなることがあります。このような時にこのスイッ
            チを押すと、CLOCKの初期値に戻ります。

BIOS画面�

RGB調整� ローカルメイン�

調整方法はマニュアルを参照して下さい。�

垂直：� Hz０� ０�

設定1

調整�

クリア� 保存�

設定2

調整�

未使用� 未使用�
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調整が完了したら、【SYSTEM】スイッチで「RGB調整」画面へ戻ります。

4. Windows画面で調整を行います。
パソコンはあらかじめWindows画面にしておきます。
「RGB調整」画面の入力信号がWindows画面の水平、垂直Hz（4-3ページ「入力信号
仕様」参照）になっていることを確認してから、設定2の［調整］スイッチを押し
て、RGB表示させます。

RGB調整� ローカルメイン�

調整方法はマニュアルを参照して下さい。�

垂直：� HzHz37710 60

設定1

調整�

クリア� 保存�

設定2

調整�

使用� 未使用�
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Windows画面を表示させた状態で、【F・1】～【F・7】スイッチで、調整を行い
ます。（7-3ページ参照）

調整が完了したら、【SYSTEM】スイッチで「RGB調整」画面へ戻ります。
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RGB調整� ローカルメイン�

調整方法はマニュアルを参照して下さい。�

垂直：� HzHz37750 60

設定1

調整�

クリア� 保存�

設定2

調整�

未使用� 未使用�

5. ［保存］スイッチを押して、設定を保存します。（設定内容はフラッシュROM内
に書き込まれます。）

6. これで画面の調整が完了しました。

［ローカルメイン］スイッチを押してローカルメイン画面へ戻ります。
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00

�

010203

0

04

0

05

0

06

0

07

0

0809101112131415

�

アナログRGB入力（レベル）�

７ー2 RGB入力画面の切替え

〔１〕RGB入力画面の切替え

RGB入力画面とRUN画面との切替えは、下記の２通りの方法があります。

（１）読込エリア（n+1）による切替え

12ビット目（RGB画面の切替え）
［1］（ONレベル）のときRGB画面をONします。
［0］（OFFレベル）のときRGB画面をOFFします。

（２）マクロコマンドによる切替え
RGB画面のON/OFFをマクロコマンドで行います。

マクロ編集では以下のように設定します。
1.［コマンド］をクリックし、SYSを選択します。
◇SYS   F0   F1

2.［F0］をクリックし、SET_RGBを選択します。
3.［F1］をクリックし、任意の内部メモリを設定します。

4.［次行］をクリックすると、以下のように記述されます。
SYS (SET_RGB) $u00100
なお、上記記述の前に$u00100=0または$u00100=1を記述しておく必要があり
ます。

 内部メモリ PLCメモリ 定数 メモリカード 間接指定 Wワード�

F0   コマンド名（SET_RGB）�

F1

F1+ 0     0 : OFF　1: ON

使用可能デバイス�

(SET_RGB) F1 RGB入力画面の切替�

SYS



7-8

5.　読込エリアn+1のアナログRGB入力ビット（12ビット）がONしている場合、マク
ロコマンドによる切替えはできません。

〔２〕RGB入力パラメータの切替え

RGBの調整用パラメータとして［設定1］と［設定2］の２種類を設定できます。
［設定1］と［設定2］の周波数が異なる場合、ZM-300（高機能品）は自動認識して
［設定1］と［設定2］の調整パラメータを切り替えますが、周波数が同じ場合、
ZM-300（高機能品）は［設定1］の調整パラメータを使用します。周波数が同じで、
調整パラメータが異なる場合、マクロによって［設定1］と［設定2］を切替えでき
ます。

◎ マクロコマンドによる切替え

マクロ編集では以下のように設定します。
1.［コマンド］をクリックしSYSを選択します。

◇SYS   F0   F1
2.［F0］をクリックし、RGB_CHGを選択します。
3.［F1］をクリックし、任意の内部メモリを設定します。

4.［次行］をクリックすると、以下のように記述されます。
SYS (RGB_CHG) $u00101

なお、上記記述の前に$u00101=0または$u00101=1を記述しておく必要があり
ます。

F1+ 0     0 : 設定1　1: 設定2

(RGB_CHG) F1 RGB入力パラメータの切替え�

 内部メモリ PLCメモリ 定数 メモリカード 間接指定 Wワード�

F0   コマンド名（RGB_CHG）�

F1

使用可能デバイス�

SYS
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〔３〕RGB入力の情報出力

◎ 書込エリア（n+1）へ情報出力

12ビット目（RGB画面の状態表示）
［1］（ON）のときRGB画面はONしています。
［0］（OFF）のときRGB画面はOFFしています。

〔４〕RGB入力の注意点
RGB入力がない場合（ケーブルが接続されてない状態）、ZM-300（高機能品）はブ
ルーの画面となります。

00

�

010203

0

04

0

05

0

06

0

07

0

0809101112131415

�

アナログRGB入力�
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７ー３ タッチスイッチをエミュレートする
本機能を使うと、ZM-300（高機能品）に表示したパソコンのWindows画面を、
マウスを使用しないで、タッチ操作で操作することができます。

〔１〕準備するタッチパネルドライバ ＜別売品…グンゼ（株）製＞

◎Windows98/95/NT4.0/2000用
タッチパネルドライバ：グンゼ（株）製U-TP Ver. 2.00J（日本語）
タッチパネルドライバ：グンゼ（株）製U-TP Ver. 2.00E（英語）

〔２〕アクセスビジョンドライバの動作環境

　コンピュータ ：DOS/Vパソコン
　OS ：Windows 98, 95, NT4.0, 2000

〔３〕制限事項

◎ MS-DOSプロンプト上で動作するDOSアプリケーションソフトをタッチパネルで
操作することはできません。

◎ PS/2マウスとは共存しますが、主にノートパソコンに搭載されているメーカ独自
のポインティングデバイスとは共存しない場合があります。

〔４〕設定について

◎ ZM-71Sにおいて以下の設定をします。
［システム設定(A)］の［ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ(M)...］の［ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ1］または［ﾓｼﾞｭﾗｰ
ｼﾞｬｯｸ2］で［ﾀｯﾁｽｲｯﾁ］を選択します。
（DOS/Vパソコンの表示信号をZM-300（高機能品）上に表示する場合、タッチパネ
ルの座標出力を、ここで設定したMJポートを通じて、DOS/Vパソコンへ送信し
ます。）

◎ あらかじめZM-300（高機能品）と接続するDOS/Vパソコンにグンゼ（株）製タッチ
パネルドライバをインストールします。
インストールについてはグンゼ（株）製タッチパネルドライバに付属のマニュア
ルを参照してください。
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〔５〕設定例
アナログRGB入力機能を使用している環境下で、「タッチスイッチをエミュレー
トする」機能を追加する手順を説明します。
なお、本例では、以下の設定がされているものとします。
○RGB調整画面では［設定1］でBIOS画面を、［設定2］ではWindows画面に調整。
　（調整については、7-2ページの「画面の調整」を参照してください。）
○パソコンのCOM2とZM-300（高機能品）のMJ1（ｴﾃﾞｨﾀﾎﾟｰﾄ）をZM-80Cで接続｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（画面データ転送用）

1. RGB入力画面に切り替えます。（Windows画面が表示します。）
2. ZM-71Sを起動し、現在ZM-300（高機能品）に転送されているファイルを開きます。
3.［システム設定(A)］の［ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ(M)...］の［ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ2］において［ﾀｯﾁｽｲｯ
ﾁ］を選択します。

4. ファイルを保存し、ZM-300（高機能品）に転送します。
5. RUNモードになるので、RGB入力画面に切り替えます。（Windows画面が表示し
ます。）

6. タッチエミュレーションを行うために、パソコンのCOM1（通信ポート）とZM-300
（高機能品）のMJ2（ﾀｯﾁｽｲｯﾁ）をZM-80Cで接続します。
　　　　　　　　　　　（後述◎注意事項　4.参照）

7. グンゼ（株）製の「タッチパネルドライバ　U-TP」のフロッピーディスクを挿入
し、「setup.exe」をダブルクリックし、画面の指示にしたがって、タッチパネルド
ライバをインストールします。
［ようこそ！］→［ライセンス契約］→［フォルダの選択］→［インストールディ
レクトリの選択］→［タスクトレイにアイコンを登録］→［デバイスの数（“1”に
設定します）］→［定義デバイス#1（デフォルトのまま“全画面”“デバイス1”と
します）］→［コントローラの選択（デバイス1は“Gunze AHL, Serial”を設定しま
す。）］→［シリアル設定（“自動検出”をチェックします。）］→［インストール準
備完了］→（インストール開始）

8. Windowsを再起動します。Windowsが立ち上がると、自動的にキャリブレーショ
ンソフトが起動します。キャリブレートの設定を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　（後述◎注意事項　3.参照）
以上で、タッチパネルドライバのインストールは完了です。

9. 再度、「タッチパネルドライバ　U-TP」を設定するには、［ｽﾀｰﾄ］→［ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ］
→［Gunze］→［U-tp］→［キャリブレーション］のメニューをたどり起動しま
す。設定を変更した場合は、パソコンの再起動後に有効となります。

DOS/Vパソコン�ZM-300（高機能品）�

COM1

COM2

MJ1

MJ2

ｴﾃﾞｨﾀﾎﾟｰﾄ�

ﾀｯﾁｽｲｯﾁ�

ZM-80C
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◎注意事項
1. ZM-300（高機能品）に表示したWindows画面から［ローカルメイン］画面に切り替
えることはできません。

2. タッチパネルドライバをインストールする際の設定で［シリアル設定］では“自
動検出”します。自動検出にすると、ZM-300（高機能品）が接続されているパソコ
ンのCOMポート、アドレス、IRQを自動的に検出し設定します。したがって、
Windows起動前にあらかじめZM-300（高機能品）とパソコンをZM-80Cで接続し、
ZM-300（高機能品）をRUNモードにしておく必要があります。
なお、［転送レート：9600］、［ﾊﾟﾘﾃｨ：なし］、［ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ：8］、［ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯ
ﾄ：1］は固定です。

3. キャリブレーションソフトにてタッチ位置とマウスカーソルの表示位置とを補正
します。
1点目（画面の左下）→2点目（画面の右上）→3点目（画面の右下）→4点目（画
面の左上）の順に表示される×をできるだけ正確にタッチします。必ず4点をタッ
チします。キャリブレートの設定が正常に終了しなかった場合、タッチ操作がで
きませんので、再度設定してください。

4. タッチパネルドライバをインストールすると、アンインストールまたは［調節設
定］での設定によりポートを解放しない限り、使用したシリアルポートは、他の
アプリケーションで使用できませんので、注意してください。

5. COM（通信ポート）が1個しかないパソコンの場合は、ZM-300（高機能品）の画面
転送は別のパソコンで行うようにしてください。

6. U-TPの［調節設定］メニューに関しては、グンゼのヘルプメニューをご参照くだ
さい。（通常はデフォルトのままでよいです。）

7. Windows起動時、ZM-300（高機能品）はRUNモードにしてください。ローカルメイ
ン画面（STOP）でWindowsを起動すると、COMポートは認識されません。
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